
             調査期間      2021年12月10日（金）～ 12月12日（日）

             調査方法　    固定電話と携帯電話による電話法（ＲＤＤ追跡法）

             調査相手　    全国18歳以上   2,093人　

　　　　　　　　　　              固定　902人　　　　　　　携帯  1,191人　　　

             回答数（率） 　1,190人（56.9％）　 

　　　　　　　　　　　            固定　613人（68.0％)　 携帯  577人（48.4％）

(※選択肢読み上げなし)

1． 支持する ･････････ 50.3 ％
2． 支持しない ･････････ 26.1 ％
3． わからない、無回答 ･････････ 23.5 ％

1． 政策に期待が持てるから ･････････ 9.8 ％
2． 支持する政党の内閣だから ･････････ 18.4 ％
3． 人柄が信頼できるから ･････････ 14.4 ％
4． 実行力があるから ･････････ 10.7 ％
5． 他の内閣より良さそうだから ･････････ 44.9 ％
6． その他 ･････････ 0.2 ％
7． わからない、無回答 ･････････ 1.7 ％

1． 政策に期待が持てないから ･････････ 37.9 ％
2． 支持する政党の内閣でないから ･････････ 20.6 ％
3． 人柄が信頼できないから ･････････ 8.7 ％
4． 実行力がないから ･････････ 17.7 ％
5． 他の内閣の方が良さそうだから ･････････ 11.3 ％
6． その他 ･････････ 0.6 ％
7． わからない、無回答 ･････････ 3.2 ％

2021年12月　 政治意識月例電話調査

問１
あなたは、岸田内閣を支持しますか。それとも支持しませんか。

問１ＳＱ１［問１で「１．支持する」の人に］（該当者）
あなたが、岸田内閣を支持する主な理由は何ですか。これから読み上げる５つの中から、１つ選んでお
答えください。（N=599件）

問１ＳＱ２［問１で「２．支持しない」の人に］（該当者）
あなたが、岸田内閣を支持しない主な理由は何ですか。これから読み上げる５つの中から、１つ選んで
お答えください。（N=311件）

調査の概要
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(※選択肢読み上げなし)

1． 自民党 ･････････ 34.9 ％
2． 立憲民主党 ･････････ 8.7 ％
3． 公明党 ･････････ 3.1 ％
4． 日本維新の会 ･････････ 7.3 ％
5． 国民民主党 ･････････ 1.7 ％
6． 共産党 ･････････ 2.9 ％
7． れいわ新選組 ･････････ 0.5 ％
8． 社民党 ･････････ 0.8 ％
9． ＮＨＫと裁判してる党弁護士法７２条違反で ･････････ 0.1 ％

10． その他の政治団体 ･････････ 0.3 ％
11． 特に支持している政党はない ･････････ 32.3 ％
12． わからない、無回答 ･････････ 7.4 ％

1． 大いに評価する ･････････ 6.8 ％
2． ある程度評価する ･････････ 57.1 ％
3． あまり評価しない ･････････ 25.6 ％
4． まったく評価しない ･････････ 6.2 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 4.3 ％

1． 大いに期待できる ･････････ 1.3 ％
2． ある程度期待できる ･････････ 31.4 ％
3． あまり期待できない ･････････ 51.5 ％
4． まったく期待できない ･････････ 9.2 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 6.5 ％

1． 大いに評価する ･････････ 4.8 ％
2． ある程度評価する ･････････ 27.8 ％
3． あまり評価しない ･････････ 36.5 ％
4． まったく評価しない ･････････ 25.3 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 5.6 ％

1． 大いに評価する ･････････ 43.1 ％
2． ある程度評価する ･････････ 38.2 ％
3． あまり評価しない ･････････ 9.7 ％
4． まったく評価しない ･････････ 3.8 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 5.1 ％

問２
今、あなたは、何党を支持していますか。支持している政党の名前を、１つだけおっしゃってください。

問３
あなたは、新型コロナウイルスをめぐる政府のこれまでの対応をどの程度評価しますか。次の４つから１
つ選んでください。

問４
政府は、新型コロナウイルスの影響を受けた事業者への支援策などを盛り込んだ、経済対策の裏付けと
なる総額３５兆９８００億円余りの補正予算案を国会に提出しました。経済の回復の効果をどの程度期待
できると思いますか。次の４つから１つ選んでください。

問５
１８歳以下を対象にした１人あたり１０万円相当の給付についてうかがいます。政府は、所得制限を設け
たうえで、現金とクーポンに分けて給付することを基本としています。この給付を全体としてどの程度評
価しますか。次の４つから１つ選んでください。

問６
新たな変異ウイルス「オミクロン株」の水際対策として、政府は外国人の新規の入国を原則停止しまし
た。この対応をどの程度評価しますか。次の４つから１つ選んでください。
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1． 前倒ししたい ･････････ 59.8 ％
2． 前倒ししなくてもよい ･････････ 24.5 ％
3． 接種はしない ･････････ 9.1 ％
4． わからない、無回答 ･････････ 6.6 ％

(※選択肢読み上げなし)

1． 賛成 ･････････ 45.4 ％
2． 反対 ･････････ 34.1 ％
3． わからない、無回答 ･････････ 20.5 ％

1． 日割り支給だけでも決めるべきだ ･････････ 20.3 ％
2． 公開の義務づけも決めるべきだ ･････････ 65.3 ％
3． 何も変える必要はない ･････････ 5.0 ％
4． わからない、無回答 ･････････ 9.4 ％

1． 政策の提案 ･････････ 33.3 ％
2． どちらかといえば政策の提案 ･････････ 27.8 ％
3． どちらかといえば政権の監視 ･････････ 15.5 ％
4． 政権の監視 ･････････ 11.3 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 12.1 ％

1． 帰省や旅行をする ･････････ 11.1 ％
2． 帰省も旅行もしない ･････････ 66.1 ％
3． まだ決めていない ･････････ 18.1 ％
4． わからない、無回答 ･････････ 4.8 ％

問９
国会議員に毎月１００万円支払われるいわゆる文書交通費について、与党側は各党が一致する日割り
支給に改めることを優先すべきだとしているのに対し、野党側は使いみちの公開も義務づけるべきだと
しています。あなたは、今の国会でどうすべきだと思いますか。次の３つから１つ選んでください。

問１０
立憲民主党の泉代表は、批判ばかりしているという党のイメージを政策立案型の政党に変えていきたい
としています。あなたが、野党の役割として重要だと思うのは「政策を提案すること」ですか。それとも「政
権を監視すること」ですか。次の４つから１つ選んでください。

問１１
あなたは、今度の年末年始に帰省や旅行をしますか。次の３つから１つ選んでください。

問８
来年の北京オリンピックとパラリンピックについて、アメリカなどは中国での人権状況を理由に政府関係
者を派遣しない「外交的ボイコット」をすることを決めました。あなたは、日本が「外交的ボイコット」をする
ことに賛成ですか。反対ですか。

問７
新型コロナワクチンの３回目の接種について、岸田総理大臣は、２回目との間隔を原則の８か月からで
きるだけ短縮する考えを示しました。あなたは、３回目の接種の前倒しについてどう思いますか。次の３
つから１つ選んでください。
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1． 男性 ･････････ 54.6 ％
2． 女性 ･････････ 45.4 ％

1． 18・19歳 ･････････ 0.9 ％
2． 20～29歳 ･････････ 4.7 ％
3． 30～39歳 ･････････ 6.7 ％
4． 40～49歳 ･････････ 12.1 ％
5． 50～59歳 ･････････ 17.1 ％
6． 60～69歳 ･････････ 16.0 ％
7． 70歳以上 ･････････ 37.8 ％
8． 無回答 ･････････ 4.7 ％

1． 農林漁業 ･････････ 2.9 ％
2． 自営業 ･････････ 11.9 ％
3． 勤め人 ･････････ 35.9 ％
4． 主婦・主夫 ･････････ 12.7 ％
5． 無職 ･････････ 29.5 ％
6． 学生 ･････････ 2.2 ％
7． その他、無回答 ･････････ 4.9 ％

1． 北海道 ･････････ 5.1 ％
2． 東北 ･････････ 8.2 ％
3． 北関東 ･････････ 9.6 ％
4． 南関東 ･････････ 10.8 ％
5． 東京 ･････････ 11.6 ％
6． 北陸信越 ･････････ 4.5 ％
7． 東海 ･････････ 11.3 ％
8． 近畿 ･････････ 15.1 ％
9． 中国 ･････････ 6.7 ％

10． 四国 ･････････ 3.4 ％
11． 九州 ･････････ 10.4 ％
12． 無回答（携帯） ･････････ 3.2 ％

1． 特別区と人口１００万以上の市 ･････････ 23.7 ％
2． 人口３０万以上の市 ･････････ 17.2 ％
3． 人口１０万～３０万未満の市 ･････････ 22.3 ％
4． 人口５万～１０万未満の市町村 ･････････ 13.0 ％
5． 人口５万未満の市町村 ･････････ 14.7 ％
6． 無回答 ･････････ 9.1 ％

都市規模

性別

年層

職業

地域
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